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ベ
ラ
ル
ー
シ
に
源
流
を
持

つ
ナ
レ
フ
川

は
ビ

ヤ
ウ
イ
ス
ト

ツ
ク
の
近
く
を
流
れ

下

っ
て
フ
ル
シ
ャ
フ
の
北
で
人
造
湖
、
ゼ

グ
ジ

ェ
湖
を
作
る
。
そ
の
後
さ
ら
に
南
下

し
て
ヴ

ィ
ス
ヮ
川
に
流
れ
込
む
と

こ
ろ

に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
郊
外
の
原
生
林
、
カ
ン

ピ
ノ
ス
国
立
公
園
が
あ
る
。
遠
い
昔
、
留

学
時
代
に
外
国
人
学
生
の
た
め
の
遠
足
で

だ

っ
た

・
と
思
う
が
、
こ
の
湿
地
帯
の
方
々

に
あ
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
抵
抗
し
た
パ

ル
チ
ザ
ン
戦
の
激
戦
地
の
跡
と
モ
ギ
ワ
と

呼
ば
れ
る
無
数
の
犠
牲
者
た
ち
の
墓
地
を

訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

留
学
時
代
に
出
版
し
た
私
の
最
初
の
翻

訳
書
と
な

っ
た

『
ク
リ
ス
テ
イ
ー
ナ
の
生

と
死
』

（た
い
ま

つ
社
刊
。　
一
九
九
六
年

に

『
ク
リ

ス
テ
イ
ー
ナ
の
手
紙
』
と
改

題
。
恒
文
社
刊
）
の
あ
と
が
き
で

「ポ
ー

ラ
ン
ド
の
砂
地
の
底
を
流
れ
る
地
下
水
に

は
、
血
の
色
が
混
じ

っ
て
い
る
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
書
い
た
と
き
に
も
、

こ
の
カ
ン
ピ
ノ
ス
公
園
の
印
象
が
残

っ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

ゼ
グ
ジ

ェ
湖
の
水
路
に
停
め
た
友
人
の

コ
ツ
ト
の
上
で
の
ん
び
り
と
過
ご
そ
う
と

し
て
い
た
穏
や
か
な
好
天
の
休
日
の
、
思

い
も
よ
ら
ぬ
冒
険
も
今
で
は
懐
か
し
い
思

い
出
だ
。
突
然
、
巻
き
上
が

っ
た
突
風
が

私
た
ち
の
ヨ
ツ
ト
を
あ

っ
と
い
う
間
に
湖

の
ど
真
ん
中
に
引
き
さ
ら

っ
た
。
慌
て
た

友
人
と
そ
の
ヨ
ツ
ト
仲
間
が
懸
命
に
岸
辺

に
着
け
よ
う
と
す
る

の
だ
が
、
上
手
く

い
っ
た
か
と
思
う
間
も
な
く
再
び
湖
の
中

央
に
戻
さ
れ
て
し
ま
う
。
泳
げ
も
し
な
け

れ
ば
救
命
具
も
着
け
て
い
な
い
私
と
、
胴

着
は
着
け
て
い
る
が
自
力
で
は
と
て
も
岸

辺
に
泳
ぎ
着
け
な
い
女
房
に
も
、
さ
な
が

ら
練
達
の
コ
ツ
ト
仲
間
の
よ
う
に
水
面
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
体
を
乗
り
出
さ
せ
て
ヨ
ツ
ト

を
操
り
、
ど
う
に
か
危
機
を
脱
出
で
き
た

と
き
に
は
、
我
々
を
誘

っ
た
二
人
の
ど
ん

な
に
か
ほ

っ
と
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
ゼ
グ
ジ

エ
湖
の
と
こ
ろ

で
、
か

つ
て
は
ヴ
イ
ス
ワ
川
の
支
流
と
さ

れ
た
ブ
ク
川
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
流
れ
て
、
ナ
レ
フ
川

に
合
流
す
る
。
何
度
も

の
民
族
蜂
起

の

エ
ー
ト
ス
と
深
く
結
び

つ
い
た
こ
の
川
の

名
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
と

っ
て
特
別
な

感
情
を
呼
び
覚
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

史
―
―
ポ
ー
ラ
ン
ド

・
ユ
ダ
ヤ
人
の
歴
史

と
も
深
く
結
び

つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ワ
ル
シ
ヤ
ワ
に
た
ど
り
着
く
前
に
、
こ
の
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川
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
初

の
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅

収
容
所
の
ひ
と

つ
、
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
の
南

を
流
れ
下
る
。
ク
ロ
ー
ド

・
ラ
ン
ズ

マ
ン

監
督
の
映
画

「
シ
ョ
ア
ー
」
で
は
、
も

っ

と
も
早
い
絶
滅
収
容
所

ヘ
ウ
ム
ノ
の
四
〇

万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
う
ち
で
生
き
残

っ
た

た

っ
た
二
人
の
う
ち
の

一
人
、　
ス
レ
ブ

ニ

ク
が
ナ
レ
フ
川

（
こ
れ
は
ヴ

ア
ル
タ
川
の

支
流
ネ

ル
川
の
間
違
い
な
の
だ
が
）
を
少

年

の
日
の
よ
う

に
ボ
ー
ト

で
下
り
な
が

ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

の
歌
を
歌
う
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。

さ
て
こ
の
ナ
レ
フ
川
を
上
流

へ
、
ビ
ャ

ウ
イ
ス
ト
ッ
ク
に
向
か

っ
て
遡
る
と
、
ウ

ウ
ォ
ム
ジ
ャ
の
町
の
北
東
約
二
〇
キ

ロ
に

私
の
こ
れ
か
ら

の
物
語

の
舞
台
と
な
る
人

口
わ
ず
か
二
千
人
の
町
、
今
や
ポ
ー
ラ
ン

ド
ば
か
り
か
、
世
界
中
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
イ

エ
ド
ヴ

ア
ブ
ネ

（
こ
の
地
名

は

「絹
の
」
の
意
味
を
持

つ
）
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
主
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
地
で

行
わ
れ
た

ユ
ダ

ヤ
人

の
絶
滅

の
責
任

は

も

っ
ぱ
ら
ナ
チ
ス

・
ド
イ
ツ
に
帰
せ
ら
れ

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
学
の
教
授
、
ヤ
ン

・
ト

マ
シ

ュ
・
グ

ロ
ス
が
著
し
た

一
冊
の
本

『
隣
人
た
ち
』

は
、　
一
九
四

一
年
七
月

一
〇
日
、
こ
の
町

の

一
六
〇
〇
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
住
民
を
納
屋

に
閉
じ
込
め
、
生
き
た
ま
ま
焼
き
殺
し
た

の
は
ナ
チ

ス

。
ド
イ

ツ
で
は
な
く

「
隣

人
」
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
住
民
で
あ

っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
全
世
界
に
騒

然
た
る
論
議
を
巻
き
起
こ
し
た
。

ュ
ダ
ヤ

人
絶
滅
に
対
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会

の
責

任
が
問
わ
れ
る

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
と
い
う
の

か
。次
回
か
ら
、
九
世
紀
余
り
に
わ
た

っ
て

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ポ
ー
ラ
ン
ド

・
ユ
ダ
ヤ
人

が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
イ

エ
ド
ヴ

ア
ブ
ネ

の
出
来
事
が
持

つ
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

（
こ
は
ら

。
ま
さ
と
し

（東
京
外
国
語
大
学
外
国
学
部
）
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鍮
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回
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ξ

目
子
′
ｒ

，
キ
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ミ
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ν

訴
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以
ν
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ｅ
ａ
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以
０
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ゞ
≠
ン
４

エ
キ
κ
ミ

・
マ

ン
∠
Ｙ
梨
￥
⑦
Ｎ
イ
‘
―
率

利ヽ
勁
当

。γ
ユ
準

ユ
驚
百

コヽ
コ
ン
ツ
￥
９
ν
脅
Ｑ
準
７
７

百
ゞ

一
⑦
影
〓
⑦
冒
国
利
ユ
Ｎ
バ
４
１
菩

。準
ユ
⑦
９
７
♀
前
Ｔ
２
／
キ

・
―
イ
∠

不
⑦
罰
Ｗ

国ヽ
藍

一
⑦
以
準

（野
）
日
〓

＋
〓
脅
ヾ

（丁
）
日
￥
＋
ビ
￥

。準
羊
暴

ュ
０
キ
コ
罰
畔
Ｔ
ｕ
Ｆ
ｕ
）

「躍
擁

ｒ
４

４
／
ィ

。
イ
Ｙ
」
勁
黎
薔
⑦
ノ
ン
乙

・
″

，
４
κ
∠

コヽ
ヨ
⑦
回
剛
Ｎ
κ
４
１
井

＃
　
戦

〓

９
コ
Ｐ
百

０

「聖
聯
〓
だ
、準
壬
´

ｏ
く
ｙ
」



も
魅
力
的
で
す

（ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
イ
チ
役
は

ク
シ
シ

ュ
ト

フ

・
コ
ル
ベ
ル
ゲ
ル
）
。
た

だ
し
、

「
リ
ト

ア

ニ
ア
よ
、
わ
が
祖
国

よ
」
で
始
ま
る
有
名
な
序
詩

（イ
ン
ヴ
オ

カ
ツ
イ
ヤ
）
は
最
後
に
読
み
上
げ
ら
れ
ま

す
。
リ
ト
ア
ニ
ア
の
美
し
い
田
園
風
景
に

重
ね
て
ミ
ツ
キ

エ
ヴ
イ
チ
が
序
詩
を
読
み

上
げ
る
と

い
う

エ
ン
デ

イ
ン
グ
に
は
、

き

っ
と
フ
イ
ダ

の
希
望
が
託
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

字
幕
は
二
人
の
日
本
人
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
そ
の

一
人
の
工
藤
幸
雄
氏
は

一
昨

年
、

「バ
ン

・
タ
デ
ウ
シ

ュ
｝

の
邦
訳
を

刊
行
し
ま
し
た

（講
談
社
文
芸
文
庫
、
上

下
巻
）
。
も
う

一
人

の
久
山
宏

一
氏
は
ミ

ツ
キ

エ
ヴ
イ
チ
の
研
究
家
で
す
か
ら
、
こ

の
映
画
が
日
本

に
迎
え
ら
れ
る
環
境
も

整

っ
て
い
た
感
じ
で
す
。

個
人
的
な
感
想
を

つ
け
加
え
ま
す
と
、

セ
リ
フ
の
中
に
何
度
か
出
て
く
る

「共
和

国

（ジ

エ
チ
ポ
ス
ポ
リ
タ
）
」
と
い
う
言

葉
は
、
な
か
な
か

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
り

に
く
い
と
思
い
ま
し
た

（も
ち
ろ
ん
訳
語

と
し
て
は
正
し
い
の
で
す
が
）
。
リ
ト
ア

ニ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
団
結
す
る
展
開
を

考
え
る
と
、
い
っ
そ
の
こ
と

「俺
た
ち
の

国
」
と
で
も
訳
し
た
方
が
よ
い
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

第43回例会
ポーランド映画を楽しむために

「バン0タデウ淮 物
ノザ五旧

演
ｌ

Ｊ △
〓

アンジェイ 。ワイダ監督の最新作「バン・タデウシュ物語」 (原作 :アダム・ミ

ツキエヴィチ)が本L幌で公開されるのに先立って、映画の内容を紹介します。

ポーランド人留学生から、詩人ミツキエヴイチの魅力も語つてもらう予定です。

日時 6月 14日 (木)午後 6時 30分

場所  札幌市女性センター 第 3研修室
(札幌市中央区大通 り西19丁 目)

解説  三浦 洋
会費 無料

ヽ
==
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第42回例会
ポーランド料理を楽しむ会を終えて

しばらくお休みをしていたポーランド料理講習会を 3
月31日 に開きました。

講師はポーランドからの留学生、マジェーナ 。ティム
チョさんです。

参加者は23名、男性の参加者がたくさんいてほしぃと
思ったのですが残念ながら会員の富山さんだけ。お料理
が出来上がって試食といぅ時に、マジェーナさんの旦那
様がとび入りで参加されました。
メニューはジャガィモ料理 2種とサラダでした。身近
にある材料なのにふだん私達が作らないお料理を作った
ことは、レパートリーを拡げるのにとても役立ちまし
た。味も大変おいしく、楽しい会でした。当日のレシピ
より1つを、下に御紹介します。 (斎田)

5 斜めにlcm位の形に切る。
6 大きめの鍋に熱湯を沸かし、その中にコペ トカを
入れる。

7 表面に浮かんできたら、お湯から取り出す。

【作り方】 (ソース)

1 肉とベーコンは、小さなサイコロにきる。
2 ベーコンを鍋でいため、細かくきざんだ玉ねぎを
加えてきつね色に焼く。

3 2に肉を加え、さらにいため、水を肉がひたひた
つかるぐらい入れ、煮立てる。月桂樹の葉、塩を加

える。

4 火を弱め、およそ30分から1時間煮込む。時々差
し水をする。

5 肉が柔らかくなったら小麦粉を振り入れ、クミン
を 加え、塩で味付けをしてさらに数分間煮込む。
(日ポ協会関西センター ポーランド料理教室レシピより)

講
師
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生
、

マ
ジ
ェ
ー
ナ

・
テ
ィ
ム
チ
ョ
さ
ん

じゃがいものニョッキ肉ソース添え
Kopytka w sOsi9 m:eSnym
【材料(4人分)】 じゃがいも l kg
(コペ トカ) 小麦粉 400g

''  1イ

固

塩 少々
(ソ ース)4人分  豚肉赤身 200g

ベーコン 50g  玉ねぎ 1個
水 700m l   小麦粉 小さじ1
クミン小さじ1/2 月桂樹の葉 1枚
塩・こしょう

【作り方】 (コペ トカ)

1 じゃがいもは皮をむいて、柔らかくなるまで茄で
る。

2 茄でたじゃがいもをつぶす。
3 卵 小麦粉と塩を加えて、混ぜ合わせる。
4 その生地で直径3cm位の棒を作る。

マ
ジ

ェ
ー
ナ

・
テ
イ
ム
チ
ョ
さ
ん
か
ら

作
り
方
を
教
わ
る
参
加
者
た
ち

「ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
会

小
笠
原
正
明

・
斎
田
道
子

佐
々
木
保
子

・
高
岡
美
保

三
浦
　
洋

〔連
絡
先
〕

６
２
１
１
１
７
３
８
（斎
田
）
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